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市
営
住
宅
入
居
者

　

市
営
住
宅
に
空
家
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
す
で
に
応
募
し
て
い
る

人
は
、
希
望
を
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
募
集
住
宅
】

▽ 
薬
師
谷
公
営
住
宅
団
地（
川
内

甲
１
９
８
０
番
地
１
）

：

２
Ｄ

Ｋ
▽ 

公
営
巽
団
地（
津
島
町
近
家
甲

１
６
０
７
番
地
）

：

３
Ｄ
Ｋ

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
近
家

塩
浜
団
地（
津
島
町
近
家
甲

２
０
９
番
地
18
）

：

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

【
募
集
期
間
】
６
月
５
日
㈪
〜
９

日
㈮
（
執
務
時
間
中
）

※ 

申
請
書
は
、
５
月
29
日
㈪
か

ら
配
布
し
ま
す
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

【
入
居
資
格
】
市
内
に
住
む
か
勤

務
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

く
、
住
宅
に
困
窮
し
、
規
定
す

る
収
入
基
準
を
満
た
す
人
（
３

Ｄ
Ｋ
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
単
身
者
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
入
居
で
き
な
い
人
】
す
で
に
市

営
・
県
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
人
、
申
込
者
ま
た
は
同
居
家

族
が
暴
力
団
員
の
人

【
収
入
基
準
】
申
込
時
、
同
居

す
る
世
帯
全
員
の
昨
年
の
所
得

か
ら
条
例
で
定
め
る
控
除
額
を

差
し
引
い
て
、
12
ヵ
月
で
割
っ

た
額
が
15
万
８
，
０
０
０
円
以

下
（
た
だ
し
、
小
学
校
就
学
前

の
子
供
が
い
る
世
帯
は
21
万
４
，

０
０
０
円
以
下
）

※ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
近
家
塩

浜
団
地
は
15
万
８
，０
０
０
円

以
上
25
万
９
，
０
０
０
円
以

下
。

【
家　

賃
】
入
居
者
の
収
入
に
応

じ
て
変
動
（
入
居
時
に
家
賃
３
ヵ

月
分
の
敷
金
が
必
要
で
す
）

※ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
近
家
塩

浜
団
地
は
４
万
８
，０
０
０
円

（
月
額
）。

【
問
合
先
】
建
築
住
宅
課
☎
４９

‐

７
０
２
８

県
民
総
合
文
化
祭

文
化
事
業
企
画

　　

県
民
総
合
文
化
祭
に
新
風
を

吹
き
こ
む
文
化
事
業
企
画
を
募

集
し
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
企
画

に
対
し
、
実
施
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

※
原
則
２
件
、
50
万
円
以
内
。

【
募
集
期
間
】
６
月
30
日
㈮
ま
で

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
が
で
き
、

保
護
者
に
よ
る
送
迎
が
可
能
な

人【
募
集
人
数
】

▽
小
学
４
年
生

：

20
〜
30
人

▽ 

小
学
５
年
生
〜
中
学
２
年

生

：

若
干
名

【
選
考
方
法
】
新
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
な
ど
に
よ
る
書
類
選
考
後
、

実
技
テ
ス
ト
を
実
施

【
応
募
方
法
】
学
校
で
配
付
さ
れ

る
申
込
用
紙
を
学
級
担
任
の
先

生
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
県
教
育
委
員
会
保
健

体
育
課
☎
０
８
９

‐

９
６
０

‐

８
８
５
０

第
７１
回
南
予
美
術
展
作
品

　

県
下
で
最
も
歴
史
が
あ
り
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
南

予
美
術
展
」
は
、
今
年
で
71
回

目
を
迎
え
ま
す
。
あ
な
た
の
創

作
し
た
作
品
を
出
展
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
自
由
な
発
想
の
作
品

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と　

き
】

▽
前
期

：

11
月
11
日
㈯
〜
15
日
㈬

▽
後
期

：

11
月
16
日
㈭
〜
19
日
㈰

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
対　

象
】
宇
和
島
圏
内
に
住
む

高
校
生
以
上
の
人

市役所への問合先

□本　　　庁☎２４ ‐ １１１１

□吉 田 支 所☎５２ ‐ １１１１

□三 間 支 所☎５８ ‐ ３３１１

□津 島 支 所☎３２ ‐ ２７２１

□宇和海支所☎６２ ‐ ０３１１
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ぼ
し
ゅ
う

【
応
募
方
法
】
企
画
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
す

る
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

企
画
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.e

h
im

e
.

jp
/h1

3
0
0
0
/2

9
kika

kukou
b
o.

h
tm

l

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
問
合
先
】
〒
790

-

８
５
７
０ 

松
山
市
一
番
町
４

-

４

-

２ 

県
文
化
協
会
事
務
局
（
県
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎

０
８
９

‐

９
３
２

‐

８
３
１
０ 

 

０
８
９

‐

９
１
２

‐

２
９
６
９ 

 
b

u
n

k
a

s
p

o
r
t
s
@

p
r
e

f
.

e
h
im

e
.lg

.jp

え
ひ
め
愛え

顔
が

お

の
ジ
ュ
ニ

ア
ア
ス
リ
ー
ト
３
期
生

　　

え
ひ
め
か
ら
世
界
を
目
指
す

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
児
童
・

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
「
え
ひ
め　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

【
募
集
期
間
】
７
月
10
日
㈪
ま
で

【
対　

象
】
県
内
の
小
学
４
年
生

〜
中
学
２
年
生
で
、
土
曜
日 

午

後
６
時
〜
８
時
10
分
に
実
施
す
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【
出
品
点
数
】
１
人
１
作
品
（
絵

画
、
立
体
造
形
、
陶
芸
、
工
芸
、

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、
書
道
な
ど
）

【
規　

格
】
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
は

50
号
以
下
。
作
品
の
裏
面
に
氏

名
、
題
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

【
提
出
・
問
合
先
】
９
月
15
日
㈮

ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
内
線
２
７
１
９
へ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

【
種　

目
】

▽ 

サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

：

　

６
月
５
日
㈪
、
19
日
㈪

　

（ 

環
太
平
洋
大
学
短
期
大
学
部 

体
育
館
）

▽
剣
道

：

６
月
15
日
㈭
、
29
日
㈭

　

（ 

環
太
平
洋
大
学
短
期
大
学
部

さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス 

爽
和

美
館
）

▽
体
操

：

６
月
13
日
㈫
、
27
日
㈫

　

（ 

環
太
平
洋
大
学
短
期
大
学
部

さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス 

さ
く

ら
ホ
ー
ル
）

い
ず
れ
も
午
後
５
時
30
分
〜
６

時
30
分

も
よ
お
し

【
対　

象
】
小
学
生

【
会　

費
】
月
額
１
，０
０
０
円

※ 

全
て
の
教
室
に
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
環
太
平
洋
大

学
短
期
大
学
部
内（
福
山
）
☎
22

‐

３
１
７
９ 

２４‐

５
６
２
７

 h.fukuyam
a@
aitan.ac.jp

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

　
■�

デ
モ
ス
ポ�

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ（
デ
モ
ス
ポ
）
と
し
て
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
開
催
し
ま
す

（
参
加
申
込
は
終
了
し
て
い
ま

す
）。

※ 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
は
、
国
体
の
中
で

も
県
内
在
住
者
が
参
加
し
て

実
施
さ
れ
る
競
技
で
す
。

【
と　

き
】
６
月
11
日
㈰　

午
後

１
時
30
分
〜
開
始
式

【
と
こ
ろ
】
総
合
体
育
館

【
問
合
先
】
国
体
推
進
課
☎
４９

‐

7
0
8
7

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

■
写
真
ア
ル
バ
ム
を
作
成
し
よ
う

【
と　

き
】

（
第
１
回
）
６
月
15
日
㈭

（
第
２
回
）
６
月
22
日
㈭

（
第
３
回
）
６
月
29
日
㈭

▽ 

第
１
・
２
回
は
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
第
３
回
は
午
後
２

時
〜
3
時
30
分

い
ず
れ
も
同
一
内
容
で
す
。

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
講　

師
】
和
田 

周
子 

さ
ん

【
定　

員
】
14
人
程
度

【
受
講
料
】
無
料
（
資
料
代

３
０
０
円
は
受
講
者
負
担
）

※
金
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
持
参
品
】
筆
記
用
具
、
パ
ソ
コ

ン
（
あ
る
人
）

※ 

作
成
し
た
い
写
真
ア
ル
バ
ム

デ
ー
タ
が
あ
る
人
は
持
参
く

だ
さ
い
。

【
受
付
開
始
】
６
月
１
日
㈭　

午

前
９
時
〜

※ 

受
け
付
け
初
日
は
、
電
話
が

混
み
合
っ
て
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
２５

‐

７
５
１
４

国
安
の
郷
﹁
第
６
回
初

心
者
陶
芸
教
室
﹂

　　

土
と
親
し
む
癒
し
の
時
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
６
月
25
日
㈰
、
７
月

16
日
㈰
（
全
２
回
）　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】
吉
田
ふ
れ
あ
い
国
安

の
郷
（
や
き
も
の
工
房
）

【
対　

象
】
一
般（
年
齢
制
限
な

し
）

【
定　

員
】
10
人
程
度
（
先
着
順
）

【
講　

師
】
だ
ん
だ
ん
会 

宮
本  

萬
亀
子 

さ
ん

【
参
加
費
】
２
，０
０
０
円

※ 

タ
オ
ル
１
枚
を
持
参
く
だ
さ

い
。

【
申
込
方
法
】
６
月
19
日
㈪（
必

着
）ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
〒
799

-

３
７
６
１ 

宇
和
島
市
吉
田
町

鶴
間
１
５
０
３
番
地 

吉
田
ふ

れ
あ
い
国
安
の
郷
☎
・

５２

‐

4
８
８
4

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
宇
和
島
看
護
専
門
学
校

【
と　

き
】
７
月
15
日
㈯　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
宇
和
島
看
護
専
門
学

校【
内　

容
】
学
校
の
概
要
説
明
や

看
護
技
術
の
体
験
な
ど

【
対　

象
】
高
校
生
（
学
年
不
問
）、

社
会
人

【
定　

員
】
60
人
程
度

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://u
w

a
jim

a
ka

n
g
o.3

.p
ro.

tok2
.com

/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
宇
和
島
看
護

専
門
学
校
☎
22

‐

６
６
１
１

■�

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

【
と　

き
】
６
月
10
日
㈯
、
７
月

28
日
㈮
、
８
月
25
日
㈮
、
９
月

30
日
㈯
、
10
月
27
日
㈮
、
11
月

24
日
㈮　

午
前
９
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】
新
居
浜
高
等
技
術
専

門
校

【
科　

目
】
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、

自
動
車
整
備
科
、
メ
タ
ル
技
術
科

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
新
居
浜
高
等

技
術
専
門
校
☎
０
８
９
７

‐

４３

‐

４
１
２
３

たうん情報
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市
民
税
係
ま
た
は
吉
田
・
三
間
・

津
島
支
所 

税
務
係

【
必
要
な
も
の
】
確
定
申
告
書
個

人
控
え
、
印
か
ん（
ス
タ
ン
プ
式

は
不
可
）、
申
告
者
本
人
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
持
っ
て
い
な

い
人
は
番
号
確
認
書
類
と
身
元

確
認
書
類
）

※ 

国
外
居
住
親
族
を
扶
養
親
族

と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

扶
養
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
書
類（
送
金
関
係
書
類
な

ど
）。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

時
に
す
で
に
提
出
し
て
い
る

場
合
に
は
当
該
書
類
は
不
要

で
す
。

　

控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族
お
よ
び
事
業
専
従
者
な
ど
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
分
か
る
よ
う

に
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
税
務
課
市
民
税
係
☎

内
線
２
５
１
６
ま
た
は
吉
田
・

三
間
・
津
島
支
所
税
務
係

市
長
の
資
産
な
ど
公
開

　　

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

宇
和
島
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
基

づ
き
、
市
長
の
資
産
等
補
充
報

告
書
、
所
得
等
報
告
書
、
関
連

会
社
等
報
告
書
の
閲
覧
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
と　

き
】
７
月
３
日
㈪
〜（
執

務
時
間
中
）

【
と
こ
ろ
】
市
役
所 

総
務
課
秘

書
広
報
係 

※ 

報
告
書
の
持
ち
出
し
・
コ
ピ
ー

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】
総
務
課
秘
書
広
報
係

☎
内
線
２
４
２
５

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

■
電
話
相
談

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

関
す
る
電
話
相
談
を
開
設
し
ま

す
。
予
約
不
要
、
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
。

【
と　

き
】

 

▽
６
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮ 

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
７
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰ 

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（

フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

）

☎

０
１
２
０

-

０
０
７

-

１
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
は
不
可
。

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

【
問
合
先
】
松
山
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
☎
０
８
９

-

９
３
２

-

０
８
８
８

子
ど
も
の
虐
待

ま
ず
連
絡
を

　

皆
で
子
ど
も
の
虐
待
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。
虐
待
を
見
か
け

た
と
き
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
厳
守
、

相
談
無
料
。

【
相
談
先
】
福
祉
課
児
童
福
祉
係

家
庭
相
談
員
☎
内
線
２
１
５
５

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
受
給
者
証
の
更
新

　

現
在
交
付
し
て
い
る
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
は
、

有
効
期
限
が
６
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
の

で
、
更
新
申
請
書
お
よ
び
委
任

状
（
６
月
７
日
㈬
に
発
送
予
定
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

も
、
給
付
事
務
の
委
任
の
た

め
委
任
状
は
必
ず
必
要
で
す
。

　

 

65
歳
〜
74
歳
の
受
給
者
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
で
き
ま
す
の
で
、
移
行
の

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と　

き
】
６
月
12
日
㈪
〜
30
日

㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土

日
は
除
く
）

【
と
こ
ろ
】

▽ 

旧
宇
和
島
地
区

：

市
役
所
福

祉
課
障
害
福
祉
係（
23
番
窓

口
）

▽ 

吉
田
地
区

：

吉
田
支
所
福
祉

環
境
係
窓
口

▽ 

三
間
地
区

：

三
間
支
所
福
祉

環
境
係
窓
口

▽ 
津
島
地
区

：

津
島
支
所
福
祉

環
境
係
窓
口

【
持
参
物
】
送
付
の
更
新
申
請
書

と
委
任
状
、
印
鑑
（
み
と
め
印
）、

健
康
保
険
証
、
現
在
交
付
中
の

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳

【
問
合
先
】
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
４９

‐

７
０
１
６
ま
た
は
各
支

所
福
祉
環
境
係

確
定
申
告
（
年
少
扶
養

親
族
の
記
載
）

　

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族（
以
下

「
年
少
扶
養
親
族
」）に
は
所
得
控

除
額
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民

税（
市
・
県
民
税
）
で
は
非
課
税

限
度
額
判
定
や
、
寡
婦
・
寡
夫

控
除
、
年
少
扶
養
親
族
が
障
が

い
者
に
該
当
す
る
際
の
障
害
者

控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に

は
年
少
扶
養
親
族
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告（
以
下「
確
定

申
告
」）
を
し
た
と
き
に
、
年
少

扶
養
親
族
の
記
載
を
し
て
い
な

い
と
、
住
民
税
の
算
定
上
、
非

課
税
基
準
の
判
定
人
数
に
含
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
書
の
個
人
控
え
を
確
認
し
、

年
少
扶
養
親
族
の
記
載
を
し
て

い
な
い
人
は
、
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
な
ど
の
還
付
申

告
な
ど
で
、
給
与
の
年
末
調
整

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
控
除
内
容
の
記
載
を
省
略

す
る
確
定
申
告
を
し
た
と
き
で

も
、
年
少
扶
養
親
族
の
氏
名
な

ど
の
記
載
は
必
要
で
す
。

【
申
告
場
所
】
市
役
所 

税
務
課

市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１

□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１

▼ 

番
号
確
認
書
類

：

通
知
カ
ー

ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

▼ 

身
元
確
認
書
類

：

運
転
免
許

証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障

害
者
手
帳
（
身
体
・
精
神
・

療
育
）、
年
金
手
帳 

な
ど

お
し
ら
せ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
皆
さ
ん

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
・
地
域
づ
く
り
団

体
活
動
補
助
金
制
度
を
利
用
く

だ
さ
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
制
度

【
対　

象
】
市
内
で
活
動
す
る

５
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

【
登
録
す
る
と
】

▽ 

市
が
発
信
す
る
各
種
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▽ 

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
市
の

施
設
に
掲
示
で
き
ま
す

▽ 

市
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
補

助
金
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

■�

地
域
づ
く
り
団
体
活
動

　
補
助
金
（
２
次
募
集
）

【
対　

象
】
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

【
補
助
対
象
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
を

行
っ
た
団
体
が
主
体
と
な
っ
て

行
い
、
多
数
の
住
民
参
加
が
期

待
で
き
る
次
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
事
業

▽ 

事
業
の
総
額
が
10
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

▽ 

ほ
か
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

た
事
業
で
な
い
こ
と

▽ 

８
月
〜
平
成
30
年
３
月
ま
で

に
事
業
を
実
施
お
よ
び
完
了

す
る
こ
と

【
補
助
金
額
】
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
10
万
円
）

【
申
請
期
限
】
６
月
30
日
㈮

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
企
画
情
報
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
☎
内
線

２
２
３
６

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
人
、
理
解
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
を
支

援
し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
仕
事
・
育
児
・
介
護
・

防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
男
女
問
わ
ず
能
力
を
発
揮

し
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
活
動
・
学
習
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学

習
会
を
開
く
と
き
の
講
師
の
手

配
・
謝
礼
金
支
給
な
ど
の
支
援

を
し
ま
す
。
育
児
・
介
護
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
の
学
習

が
可
能
で
す
。

【
対　

象
】
市
内
に
住
む
か
勤
務

ま
た
は
通
学
す
る
人
で
構
成
さ

れ
た
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

【
補
助
金
額
】
１
回
２
万
円
ま
で

（
講
師
へ
の
謝
礼
金
、
交
通
費
）

※ 

平
成
29
年
度
内
に
事
業
が
完

了
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
予
定
数
に
達
し
た
時

点
で
受
け
付
け
終
了
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
30
年
２
月
１

日
㈭
ま
で

【
申
込
・
問
合
先
】
企
画
情
報
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
☎
内
線

２
２
３
６

マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
感
染
す

る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
の
発
生
が

増
加
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

【
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
と
は
】
ウ
イ
ル
ス
を

保
有
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

６
日
〜
２
週
間
後
に
発
熱
、
嘔

吐
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。
重
症
化
し
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
予
防
方
法
】
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

野
山
、
畑
、
草
む
ら
な
ど
マ

ダ
ニ
が
生
息
す
る
場
所
に
入
る

と
き
は
、
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全

に
覆
う
靴
、
帽
子
、
手
袋
な
ど

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
犬
な
ど
が
マ
ダ
ニ
を
付

け
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
散
歩
後
は
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
し
、
犬
小
屋
な
ど
は
常
に

清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
マ
ダ

ニ
忌
避
剤
も
有
効
で
す
。

【
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
た
ら
】
吸
血

中
の
マ
ダ
ニ
に
気
づ
い
た
ら
、

つ
ぶ
し
た
り
、
無
理
に
引
き
抜

い
た
り
せ
ず
、
病
院（
皮
膚
科
）

で
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
な

ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
速
や
か

に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
保
健
所
健
康

増
進
課
☎
２２

‐

５
２
１
１
内
線

２
５
７

宇
和
島
警
察
署

来
庁
者
用
駐
車
場

　

平
成
32
年
３
月
末
ま
で
の
間
、

庁
舎
の
現
地
建
替
え
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

建
替
え
の
間
は
、
別
地
に
仮

の
来
庁
者
用
駐
車
場
を
準
備
中

で
す
。
準
備
が
で
き
る
ま
で
の

間
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を

利
用
く
だ
さ
い
。
仮
の
来
庁
者

用
駐
車
場
が
で
き
次
第
、
宇
和

島
警
察
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.p

o
lic

e
.p

re
f.

e
h
im

e
.jp

/u
w

a
jim

a
/

）
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
警
察
署
会
計

課
☎
２２

‐

０
１
１
０

車
両
通
行
が
可
能
に
な

り
ま
し
た

　　

中
央
町
２
丁
目
に
あ
る
「
中

央
町
児
童
公
園
」
の
北
側
の
道

路
は
、
以
前
は
歩
行
者
用
道
路

で
し
た
が
、
車
両
も
東
向
き
に

一
方
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
付
近
を
通
る
と
き

は
、
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
警
察
署
交
通

課
☎
２２

‐

０
１
１
０

丸穂橋

中
央
町
児
童
公
園

一方通行
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１

□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１

く
ら
し

　
海
抜
表
示
、
津
波
避
難
誘
導
標
識
の
設
置
協
力
者
の
募
集

　
土
砂
災
害
訓
練
放
送
・
防
災
ラ
ジ
オ
の
受
信
改
善
・
防
災
関
連
補
助
金

■�

土
砂
災
害
訓
練
放
送

　

防
災
用
屋
外
放
送
設
備
や
防

災
ラ
ジ
オ
な
ど
を
使
用
し
て
、

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

【
と　

き
】
６
月
４
日
㈰　

午
前

10
時
30
分
〜
正
午
（
時
間
内
に

３
回
程
度
放
送
を
行
い
ま
す
）

■
防
災
ラ
ジ
オ
の
受
信
改
善

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
赤
い
受
信
ラ

ン
プ
が
常
に
点
滅
し
て
い
る
と

き
は
、
ラ
ジ
オ
が
正
常
に
起
動

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受

信
状
態
を
改
善
す
る
た
め
、
屋

外
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
な
ど
、

受
信
改
善
対
策
を
希
望
す
る
場

合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対　

象
】
市
内
の
防
災
ラ
ジ
オ

受
信
困
難
地
域

【
請
負
業
者
】

▽ 

㈲
小
川
電
機
商
会
☎
２３

‐

５
５
５
８

▽ 

㈲
タ
カ
ヤ
マ
電
気
☎
５２

‐

１
６
３
１

※ 

請
負
業
者
に
直
接
お
問
い
合

わ
せ
も
で
き
ま
す
。

■�

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
等
設

置
費
補
助
金（
拡
充
）

　

防
火
意
識
を
高
め
、
初
期
消

火
活
動
基
盤
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
消
火
栓

ホ
ー
ス
、
格
納
箱
な
ど
の
購
入

に
加
え
、
自
治
会
が
管
理
す
る

防
火
水
槽
の
修
繕
な
ど
に
関
す

る
費
用
も
新
た
に
補
助
対
象
と

し
ま
し
た
。

【
対　

象
】
自
治
会
が
行
う
整
備

に
対
す
る
経
費

【
補
助
率
】
２
分
の
１（
資
機
材

ご
と
に
上
限
設
定
が
あ
り
ま
す
）

【
補
助
金
の
限
度
額
】（
公
設
消

火
栓
・
防
火
水
槽
１
基
あ
た
り
）

▽ 

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱（
１

基
）

：

２
７
，０
０
０
円

▽ 

ホ
ー
ス（
上
限
５
本
）

：

１
本

に
つ
き
１
２
，０
０
０
円

▽ 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ（
１
本
）

：

１
０
，０
０
０
円

▽ 

管
鎗（
１
本
）

：

５
，０
０
０
円

▽ 

防
火
水
槽
の
修
繕（
１
基
）

：

２
０
０
，０
０
０
円

▽ 

防
火
水
槽
の
附
帯
設
備
の
新

■�

海
抜
表
示
、
津
波
避
難
誘
導

標
識
の
設
置
協
力
者
の
募
集

　

防
災
へ
の
啓
発
と
円
滑
な
避

難
誘
導
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

市
が
作
成
し
た
標
識
を
多
く
の

人
の
目
に
つ
く
場
所
へ
設
置
し

て
い
た
だ
け
る
団
体
や
事
業
所

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

【
対　

象
】
津
波
浸
水
区
域
内
（
市

防
災
マ
ッ
プ
）の
自
治
会
、
自
主

防
災
組
織
、
事
業
所
な
ど

【
内　

容
】
設
置
場
所
に
応
じ
た

標
識
を
作
成
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
㈭
〜
30

日
㈮
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

設
・
修
繕（
１
式
）

：

１
０
０
，

０
０
０
円

※ 

防
火
水
槽
の
修
繕
な
ど
の
費

用
を
補
助
対
象
に
拡
充
。

■�

木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

等
整
備
事
業
補
助
金（
新
設
）

　

住
宅
の
地
震
対
策
は
耐
震
化

が
基
本
で
す
が
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー（
箱
型
）
ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
を
既
存
の
住
宅
内
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
地
震
に
よ
る
家
屋

の
倒
壊
か
ら
一
定
の
空
間
を
確

保
し
て
命
を
守
り
ま
す
。
こ
の

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
整
備

に
対
す
る
補
助
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。

【
対　

象
】
旧
耐
震
基
準（
昭
和

56
年
以
前
建
築
）の
木
造
住
宅
に

住
む
人
が
行
う
整
備
に
対
す
る

経
費

【
補
助
率
】
２
分
の
１（
上
限

２
０
０
，
０
０
０
円
）

【
受
付
開
始
】
６
月
１
日
㈭
〜

※ 

予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合

は
、
受
け
付
け
終
了
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】
危
機
管
理
課

☎
４９

‐

７
０
０
６

耐震シェルター 防災ベッド

寝室を守る！
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たうん情報

　

農
業
経
営
と
国
内
生
産
力
の

安
定
を
確
保
し
、
水
稲
か
ら
の

作
付
転
換
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
経
営
所
得
安
定
対
策

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】
６
月
30
日
㈮
ま
で

※ 

申
請
書
類
な
ど
は
６
月
上
旬

に
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
人
で
、
６

月
10
日
㈯
ま
で
に
申
請
書
類

が
届
か
な
い
と
き
は
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
対　

象
】販
売
農
家
、集
落
営
農

【
対
象
作
物
】
米
、
麦
、
大
豆
、

テ
ン
菜
、
で
ん
粉
原
料
用
バ
レ

イ
シ
ョ
、
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ

※ 

水
田
に
作
付
す
る
飼
料
用
米
、

米
粉
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、

加
工
用
米
、
飼
料
作
物
、
転

作
作
物（
き
ゅ
う
り
、
か
ぼ

ち
ゃ
な
ど
の
野
菜
な
ど
）も
対

象
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
農
林
課
☎
４９

‐

７
０
２
２
ま
た
は
中
国
四
国

農
政
局
愛
媛
支
局 

経
営
所
得

安
定
対
策
チ
ー
ム
☎
０
８
９

‐
９
３
２

‐

６
９
８
９

　
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
（
各
種
助
成
・
交
付
金
）

■�米に対する助成

【米の直接支払交付金】（平成29年度限り

で廃止）作付面積に応じて7,500円/ 10ａ

を交付します。「水稲共済加入者」また

は「作付面積25ａ未満で販売を行う人」

が対象になります。

※ 交付対象面積は、主食用米の作付面積

から10ａ（自家消費米相当分）を控除し

て算定。

■�畑作物の直接支払交付金および収入減

少影響緩和対策

【対　象】認定農業者、集落営農、認定

新規就農者

【数量払（水田・畑地共通）】

※ 交付単価は品質に応じて増減します。

【面積払（営農継続支払）】当年産の作付

面積に応じて２万円/ 10 ａを交付（数量

払からの先払い）。

【ナラシ対策（収入減少影響緩和対策）】

当年産の販売収入が標準的収入を下回っ

た場合に、その差額の９割を補填（要積

立金）

■水田活用の直接支払交付金

【戦略作物助成】

※ 飼料用米、米粉用米の交付単価は収量

に応じて変動します。

【飼料用米への加算措置（戦略作物助成

単価に上乗せ）】

【そのほかの助成】

※ 産地交付金の交付単価については、申

請状況により変動する場合があります。

　 出荷、販売などの要件を満たせば、米

の生産数量目標の達成にかかわらず交

付対象となります。

　 地域振興作物は、キュウリ、ナス、イ

チゴ、キャベツ、シュンギク、ブロッ

コリー、ソラマメ、サトイモです。

対象作物 平均交付単価

小麦 6,890 円/ 60kg

二条大麦 5,460 円/ 50kg

六条大麦 5,690 円/ 50kg

ハダカ麦 8,190 円/ 60kg

大豆 9,040 円/ 60kg

テン菜 7,180 円/ｔ　

でん粉原料用バレイショ 11,610 円/ｔ　

ソバ（未検査品は除外） 16,840 円/ 45kg

ナタネ 9,920 円/ 60kg

対象作物 交付単価／１０ａ

麦、大豆、飼料作物 ３．５万円

ＷＣＳ用稲 ８．０万円

加工用米 ２．０万円

飼料用米、米粉用米 ５．５～10．５万円

助成の種類 交付単価／１０ａ

担い手（認定農業者、集落
営農組織、人・農地プラ
ンの中心経営体）への加算

１.０万円

多収品種への取り組み １.２万円 

助成の種類 交付単価／１０ａ

二毛作助成 １．５万円 

耕畜連携助成 １．３万円

産地交付金
（野菜、花き・花木）

１．５万円 

産地交付金
（薬草、種苗など）

１．０万円

産地交付金
（地域振興作物８品目）

０．５万円
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１

□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１

く
ら
し

　
国
保
高
額
療
養
費
制
度【自己負担限度額】８月から自己負担限度額が一部変わります。

▽ 70 ～ 74 歳の人

区　分
個人単位の
限度額 外来

世帯単位の限度額

入院＋外来
４回目以降
（※２）

現役並み
所得者

住民税課税所得
145 万円以上

44,400 円
（７月まで）

５７，６００円
（８月から）

80,100 円 ＋
（医療費の総
額 - 267,000
円）×１％

44,400 円

一　般
住民税課税所得
145 万円未満

12,000 円
（７月まで）
１４，０００円（※１）
（８月から）

44,400 円
（７月まで）

５７，６００円
（８月から）

４４，４００円
（８月から）

低所得Ⅱ 住民税非課税 8,000 円 24,600 円

低所得Ⅰ 住民税非課税
（所得が一定以下）

8,000 円 15,000 円

（※１）前年８月１日～７月 31日までの自己負担額年間上限は 144,000 円。
（※２）高額療養費の支給を４回以上受けたとき：過去12 ヵ月間に４回以

上高額療養費の支給があった場合、４回目以降の自己負担限度額を
超えた分が支給されます。ただし、70歳以上の人の個人単位（外
来のみ）による支給はこの回数に含みません。

　
介
護
保
険
施
設
で
の
食
費
と

　
居
住
費
の
減
額

　

低
所
得
の
人
は
申
請
し
て
「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
と
、
介
護
保

険
施
設
を
利
用
し
た
際
の
食
費

と
居
住
費
が
一
部
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い

い
る
人
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
㈪
で
す
。
自
動
更
新
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
８
月
１
日
以

降
も
引
き
続
き
利
用
す
る
人
は
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

更
新
の
お
知
ら
せ
は
、
今
年

度
か
ら
本
人
へ
直
接
通
知
し

ま
せ
ん
。
更
新
漏
れ
の
な
い

よ
う
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
利
用
施
設
や
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
く

だ
さ
い
。

【
認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
】

（
次
の
要
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
人
）

▽ 

本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税

▽ 

同
世
帯
・
別
世
帯
に
か
か
わ

ら
ず
、
配
偶
者
も
市
民
税
非

課
税

▽ 

預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
以
下

（
単
身
で
１
千
万
円
以
下
、
夫

婦
で
２
千
万
円
以
下
）

【
対
象
施
設
】（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
含
む
）

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

▽
介
護
老
人
保
健
施
設

▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

▽ 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

　

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※ 

申
請
に
は
通
帳
な
ど
の
写
し

が
必
要
で
す
。

【
提
出
・
問
合
先
】
高
齢
者

福
祉
課
介
護
保
険
係
☎
内
線

２
１
６
２
ま
た
は
各
支
所
福
祉

環
境
係

　

１
ヵ
月
（
月
の
１
日
か
ら
末

日
ま
で
）
に
か
か
っ
た
医
療
費

の
一
部
負
担
金
が
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
と
き
、
申
請
が

認
め
ら
れ
る
と
、
差
額
分
が
高

額
療
養
費
と
し
て
あ
と
か
ら
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
人
に
は
、
診

療
月
の
翌
々
月
下
旬
に
、
保
険

健
康
課
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
通
知
の

ハ
ガ
キ
、
医
療
費
の
領
収
書
、

世
帯
主
の
振
込
口
座
が
分
か
る

も
の
（
漁
協
は
除
く
）、
印
か
ん
、

世
帯
主
と
対
象
者
の
個
人
番
号

確
認
書
類
、
届
出
を
す
る
人
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

【
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
】

▽ 

ハ
ガ
キ
が
届
く
ま
で
高
額
療

養
費
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ

ん
▽ 

診
療
内
容
の
再
審
査
な
ど
に

よ
り
通
知
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

▽ 

自
己
負
担
限
度
額
や
計
算
方

法
は
、
年
齢
、
住
民
税
課
税
状

況
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す

▽ 

診
療
月
の
翌
月
１
日
か
ら
２

年
を
経
過
す
る
と
時
効
の
た

め
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す

【
問
合
先
】
保
険
健
康
課
保
険
業

務
係
☎
内
線
２
１
８
０
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ニコニコにっこり
３Ｒ♪

木曜日
午前８時～
午前11時～

【パーソナリティ】
生活環境課リサイクル推進係 職員

【内　容】「混ぜればごみ！分ければ資源！」を合
言葉にリサイクル情報を発信。身近なことからで
きるリサイクルについて紹介しています。地球環
境に優しい「エコな生活」に役立ててください。
※番組への感想やリクエストも受け付けています。

道
局
で
は
市
内
各
所
で
漏
水
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

漏
水
調
査
は
、
道
路
で
漏
水

音
を
聴
き
取
る
調
査
や
、
各
家

庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
調
査
を

行
い
ま
す
。
調
査
員
が
訪
問
し

た
と
き
は
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

こ
の
調
査
で
皆
さ
ん
か
ら
費

用
を
集
金
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ
た
と

き
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
先
】
水
道
局
給
水
課
☎
22

‐

５
２
６
５

水
道
局
で
は
、

▼ 

安
心

：

安
心
し
て
飲
め
る
安

全
な
水
道

▼  
安
定

：

い
つ
で
も
ど
こ
で
も 

安
定
供
給
で
き
る
水
道

▼  

持
続

：

健
全
な
経
営
を
持
続

す
る
水
道

▼ 

環
境

：

環
境
に
や
さ
し
い
水

道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
第
５9
回
水
道
週
間

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
あ
た
り
ま
え 

そ
ん
な
み
ず
こ
そ 

た
か
ら
も
の
」

■�

６
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
は
水

道
週
間
で
す

　

水
道
週
間
は
、
水
道
事
業
へ

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

■�

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
安
定
し

た
給
水
を
目
指
し
て
い
ま
す

　

水
道
局
で
は
、
安
心
し
て
飲

め
る
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た

め
、
老
朽
管
の
計
画
的
な
更
新

を
進
め
て
い
ま
す
。
地
震
な
ど

の
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
水
道
施
設
の
耐

震
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■�

水
道
水
の
水
質
を
厳
し
く
管

理
し
て
い
ま
す

　

「
水
道
水
は
安
全
」
そ
の
信
頼

に
応
え
、
常
に
安
全
な
水
を
皆

さ
ん
の
も
と
に
届
け
る
た
め
、

水
源
か
ら
各
家
庭
ま
で
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
水
質
を
厳
し
く
管

理
し
て
い
ま
す
。

■
朝
一
番
の
水
は
飲
み
水
以
外
に

　

朝
一
番
や
、
長
い
間
留
守
に

し
た
直
後
の
水
道
水
は
、
安
全

の
た
め
の
残
留
塩
素
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
給
水
管
に
鉛
管
が

使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
鉛
が
溶

出
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
通
常
の
使
用
で
は
害
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
開
栓
直
後
の
水

は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
１
杯
を

目
安
に
、
飲
み
水
以
外
の
用
途

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
貯
水
槽
な
ど
は
い
つ
も
清
潔
に

　

貯
水
槽
以
降
の
給
水
設
備
は

所
有
者（
設
置
者
）
が
日
ご
ろ
か

ら
定
期
的
に
設
備
を
点
検
し
、

衛
生
的
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
貯
水
槽
な
ど
は
い

つ
も
清
潔
に
し
、
水
質
な
ど
の

検
査
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

※ 

貯
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥

を
超
え
る
場
合
は
、
法
律
で

年
１
回
の
清
掃
と
定
期
検
査

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
水
道
の
漏
水
調
査
を
実
施

　

漏
水
に
よ
る
道
路
の
陥
没
や

資
源
の
無
駄
を
防
ぐ
た
め
、
水

市議会６月定例会

【開催日程】６月14日㈬～ 30日㈮
 ※本会議の開会時間は午前10時です。

▽６月14日 本会議（提案説明）

▽21、22日 本会議

（一般質問、議案質疑、委員会付託）

▽  23日（本会議予備日）

▽26、27日 委員会審査

▽  30日 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）

＜本会議をインターネット中継します＞
市ホームページ・宇和島ケーブルテレビ・ＦＭ
がいや（76.9ＭＨｚ）から、本会議（生中継）を視
聴できます。

【問合先】市議会事務局議事法制係☎４９ ‐ ７０３５

【問合先】ＦＭがいや
☎４９ ‐ １７６９

 r-m@gaiya769.jp
http://www.gaiya769.jp/

たうん情報
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